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普電工懇談会  当面の業界情勢について意見交換 

 １１月２１日（月）茅場町「鉄鋼会館」で普通

鋼電炉工業会との懇談会が開催された。本年度２

回目の会合となる。席上、全鉄連の阪上会長から

は「かつて資源バブルの時代が数年間続き、その

後、崩壊したが、ここに来て原料炭の高騰に見ら

れるように変化しだしている。今年後半になって

資源価格の崩落が終焉を迎え、新たな価格体系の

構築が始まったのではないか」と述べていた。同

工業会からは渡邉誠副会長（ＪＦＥ条鋼㈱代表取

締役社長）が出席し、同社で取り組んでいる社員

教育について「当社の現場勤務者は勤続７～２０

年の社員が多い。彼らのスキルアップを目指して

いる。基本は自分で考え、自分で行うというもの

で、社で費用を負担するが、研修先は自分で探

し、受講するというようなことを行っている」と

人材育成に臨む姿勢を語っていた。さらに主力品

種の鉄筋、形鋼については「この２品種は当社の

生命線。ただ、アングルは数社しか生産していな

いが、鉄筋は３０の事業所で生産しており、厳し

い競争に晒されている」と業界事情を述べてい

た。全鉄連からはミルシートの取り扱い、小口配

送、鉄筋需要の将来性、物件によってのメーカー

指定などについて見解を述べ、意見交換した。 

常任理事会  明年２月２４日に各地区代表者会議開催 

 普電工懇談会終了後、常任理事会を開催し、当

面の運営について協議した。１１月１１日（金）

開講した第 13回鉄鋼営業社員研修講座は３０社４

４名が受講。北海道、福岡からも受講者があった

ことを事務局より報告した。来年の２月２４日

（金）大阪において各地区代表者会議開催が決定

しており、そのテーマ作りしていくことを申し合

わせた。また、恒例の鉄鋼流通団体新年賀詞交歓

会は１月１３日（金）午後５時より日本橋箱崎・

ロイヤルパークホテルで開催する運びとなってお

り、今回は全鉄連・東鉄連が幹事団体となってい

るため、当日の進行などを確認し、遺漏なく運営

していくことを申し合わせた。 

流動調査１０月実績   ２年ぶりに在庫率１カ月を切る 

 １０月実績では前月比で仕入・販売ともに増

加、前年比では仕入、販売とも横這いだった。在

庫は前月比微減だったが、この 4月以来７カ月連

続減少。前年比では１割強減少。これにより在庫

率は２６年１０月以来、２年振りに１カ月を切っ

た。需給均衡化を現す結果となった。ただ、ここ

で留意すべきは前述したように販売は前年比横這

い、在庫は１割以上の減少となっている。つまり

販売が伸びているわけではなく、在庫の絞り込み

よって需給均衡化となったわけである。需要が出

ている状況とはいいがたい。品種別に見ると前月

比でコラムを除く全品種が仕入増加、山形鋼が著

増している。前年比では異形棒鋼、山形鋼、コラ

ム、C形鋼が増加、溝形鋼、Ｈ形鋼は減少。販売

量では全品種が前月比増加。前年比では異形棒

鋼、コラムが増加、Ｈ形鋼は横這いである。在庫

量は異形棒鋼、山形鋼、C 形鋼が前月比増加。前

年比では山形鋼、溝形鋼、Ｈ形鋼が減少してお

り、なかでもＨ形鋼の減り方が顕著である。 
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（注）①調査開始、昭和４８年４月。②調査対象企業 東京３１、大阪２１、愛知１５、計６７社。③平

成１２年４月、本調査の対象品種見直しを行い、プレーン、不等辺、Ｉ形鋼、デッキ・キーストンを除

外し、コラムを追加した。 

 （単位：トン、％） 

 仕入量 前月比 前年比 販売量 前月比 前年比 在庫量 前月比 前年比 

異形棒鋼 85,873 103.4 103.8 85,535 101.5 102.2 17,723 101.9 104.1 

山形鋼 29,163  125.2 112.3 27,638  109.0 97.5 47,694 103.3 87.5 

溝形鋼 17,768 100.0 93.8 18,020 109.7 91.5 32,854 99.2 91.2 

H形鋼 58,642 112.8 90.5 61,368 104.0 100.1 73,946 96.4 78.5 

コラム 9,362 97.6 102.4 9,637 111.3 108.5 21,948 98.8 103.5 

Ｃ形鋼 6,589 108.1 105.5 6,326 102.9 92.8 9,708 102.8 118.7 

合計 207,397  109.1 99.9 208,524  103.8 99.9 204,995 99.5 88.2 

１１月業況アンケート結果  収益状況好転、黒字７割弱に 

多くのみなさまの声を反映するためアンケート調査にご協力を！ 

 この調査は全鉄連理事・幹事会社１５１社を対象に毎月実施している。数量調査ではないが、鋼材市

場の現状が結果に現れている。回答５６社（37.1％）＊DI=A×２＋B×１－D×１－E×２ 

問１ １０月の売上数量・金額の前年同月比 

  A10％以上増 B５％以上増 C ほぼ横ばい  D５％以上減  E10％以上減 計・DI 前回実績 

売上数量（％）   ３（ ５％）   ７（１２％）  ２０（３６％）  １１（２０％）  １５（２７％） ５６・－５０ ７２・－１１ 

売上金額（％）   ５（ ９％）   ４（ ７％）  １８（３２％）  １０（１８％）  １９（３４％） ５６・―６１ ７１・―２７ 

問２ １０月の企業収益状況 

  A 黒字 B 若干黒字 C 収支トントン  D 若干赤字  E 赤字 計・DI 前回実績 

収益状況（％） １６（２９％） １８（３２％） １８（３２％） ３（ ５％） １（ ２％） ５６・＋８０ ７１・＋８５ 

問３ １１月販売量の前月比 

  A かなり増加 B やや増加 C ほぼ横ばい  D やや減少  E 減少 計・DI 前回実績 

公共建設  ７ ２９ ７ ２ ４５・－ ９ ５７・＋ ９ 

民間建設 １ １４ ２７ ６ １ ４９・＋１６ ６３・＋１７ 

自動車  ３ ２３ ５ ２ ３３・－１８ ３７・＋ ８ 

その他需要家 １ ８ ３６ ４ １ ５０・＋ ８ ６４・＋１４ 

仲間取引 １ ６ ３１ １０ １ ４９・－ ８ ６０・＋ ５ 

計・比率 ３（１％） ３８（１７％） １４６（６５％） ３２（１４％） ７（３％） ２２６・－ １ ２８１・＋１１ 

問４ １２～２月の需要動向予測 

  A 増加 B 微増 C ほぼ横ばい  D 微減  E 減少 計・DI 前回実績 

需要動向予測 ２（３％） ２４（４３％） ２０（３６％） ６（１１％） ４（７％） ５６・＋２５ ７２・＋４４ 
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各地区団体活動報告 ＊加盟各団体からの報告を掲載。 

愛知鉄鋼販売業連合会（林義隆会長） 

 １１月１５日（火）見学会を開催。見学先は名

古屋市の中部鋼鈑と東海市の大同特殊鋼知多工場

で約５０名が参加した。同会では会員企業の若手

社員が見聞を広め、会員間の親睦を深める機会と

して、このような見学会や講習会などを実施して

いる。 

東北鉄鋼販売業連合会（齋藤芳郎会長） 

 ①１１月２１日（月）トヨタ自動車東日本宮城

大衝工場（宮城県黒川郡）とオランダ式農業生産

法人「マキシマムファーム」（宮城県宮城郡松島

町）の２か所を見学した。参加者約３０名。 

 ②１２月２日（金）仙台市内の「パレスへいあ

ん」において忘年会を開催した。この会は東北の

鉄鋼業界関係者が一堂に参集するもので、今回で

４０回を迎えた。参加１４０社１団体３０４名。

昨年に続き同連合会全会員が出席している。 

北海道鋼友会（今井國雄会長） 

 明年３月２３日（木）総会を札幌市内「札幌グ

ランドホテル」で開催。 

静岡県鉄鋼販売連合会（近藤千秋会長） 

１月１８日（水）新年賀詞交歓会を静岡市内「グ

ランディエールプケトーカイ」で開催。 

神鉄連協同組合（土井穣理事長） 

 １月１９日（木）横浜市内「ホテルキャメロッ

トジャパン」で新年賀詞交歓会を開催。 

新潟県鉄鋼販売業連合会（澁井信之会長） 

１１月１８日（金）新日鐵住金君津製鉄所を見

学。参加者約４０名は転炉、連続鋳造、厚板工場、

大形工場を見学したほか、同製鉄所内にある危険

体感教育施設を訪れ、日常業務における安全衛生

活動の重要性を再認識した。 

北九州鉄鋼販売業組合（小野建理事長） 

１１月１７日（木）北九州市小倉北区「コロナ

キャットボウル」で第２９回ボウリング大会を開

催。団体の部では小野建、個人の部では室本雄太

氏（小野建）がそれぞれ優勝した。 

岡山県鋼材クラブ（重光 裕会長） 

１２月２日（金）岡山市内「旬席いし田」で忘年

例会を開催した。 

第 13回鉄鋼営業社員研修講座  ３０社４４名が受講 大阪で初開催 

 

１１月１１日（金）大阪市「大阪鉄鋼会館」に

おいて第１３回鉄鋼営業社員研修講座を実施。当

日は主催の全鉄連・阪上会長が開講の挨拶を述べ

た後、全鉄連常務理事・星野義春氏が「鉄鋼流通

の歩みと現状認識」と題し８０分講演した。次に

社員教育のエキスパート宮本愼氏が「顧客満足の

実現・継続で業績を創る営業活動の進め方」をテ

ーマに昼食を挟んで５時間、グループ別討議と講

義を行った。 

講座受講会社は以下のとおり（受け付け順）。 

清和鋼業㈱（４名）大日鋼業㈱（２名）新世日

本金属㈱・ダイコスチール㈱・伊藤鋼材㈱・坂元

鋼材㈱大阪鐵材商事㈱・イゲタサンライズパイプ

㈱（２名）㈱青山商店（２名）・㈱大戸・中村鋼

材㈱・㈱杉江商会・丸鐵鋼業㈱・東洋特殊鋼業㈱

（２名）東洋特殊鋼業㈱・協和スチール㈱（２

名）麻布成形㈱・山田鋼材㈱・扶桑鋼管㈱大阪営

業所（２名）扶桑鋼管㈱北陸営業所・㈱島田商

会・日世通商㈱・㈱ワテックス北海道（２名）共

永興業㈱・大冨鋼材㈱・㈱小河商店京都建材工

場・大成興業㈱・シーエススチール㈱・大東鉄板

㈱・㈱ダイサン（２名）中央鋼材㈱・岩本鋼業㈱

 

（了） 


